


　２年次に進級する際に、希望
の学部、学科・コースを選択して、
総合教育部から各学部へ移行
します。 
　総合入試（理系）で入学した
学生は、希望の学部学科・コース
を選択することになり、学部別入
試で入学した学生は、所属学部
内の希望学科・コースを選択する
ことになります。 
　学科・コースには定員があり、
各学生が希望登録をして選考さ

れます。 
　工学部は４学科１６
コースに分かれていま
す。この中から自分の
興味の深い学科・コ
ースを選んで、工学を
学んでみませんか。 





　ＣＥＥＤは、大学院での専門分野の知識・能力に加えて、自ら課題を発見し、問題を解
決していく能力など、主体的に行動し、創造力のある人材育成に努めています。また、国
際社会で研究成果を発表し、議論し得る国際的なコミュニケーション能力の育成も目指
しています。このため、国内外の企業や研究現場での実践プロジェクトへの参加を支援
するインターンシップや、英語論文・英語プレゼンテーション技能の習得、実践の場として
国際会議への出席支援事業などを進めています。 
　ＣＥＥＤでは、大学のみの生活に埋もれることなく、産業界や国際社会とのかかわりの
中で自らの能力を高めていく機会を提供しています。 

　ホームページからエントリーする「一般応募」で就職先を見つける機
会が増えつつありますが、北大工学部の就職内定率が良く、安定して
いるのは、学科ごとに配置されている就職担当教員が親身に指導し、「学
校推薦」で優良企業への採用に結びつける伝統があるからです。 
　最近は、一般応募で企業を訪問し、企業の若手技術者との面談を通
して、企業が求める人材像と学生の希望職種を一致させた後、学校推
薦に切り替える「ジョブ・マッチング」という方式も浸透してきました。 
　また、全学の就職支援組織としてキャリアセンターがあり、学生一人ひ
とりの就職活動とキャリアデザインをサポートしています。求人情報など
の資料公開や就職ガイダンス、説明会、就職相談会なども行っています。 

　2005年の夏、大矢さんはSchlumberger
（シュルンベルジェ）社での研修に参加し
ました。エンジニアや企業の姿を自分
の目で見てみたいと考えていたこと、また
Schlumberger社が、学部４年時にゼミで
触れた内容に大きくかかわる、世界140の
国・地域で油田サービスを提供するグロー
バル企業であったことが参加の動機でした。 
　研修では、フランスのパリ郊外にある研
究所の石油やガス掘削の際に使用する
油井セメントの研究を行う部署に配属され、
さまざまな化学混和剤を添加した油井セ
メントの流動性を調べる実験を行いました。
主に上司が作成した調合に合わせて実験、
そのデータをもとにディスカッションを行い、
また新たな調合の作成を繰り返し行った
そうです。 

　この研修を通して大矢さんは、自発
的に問題を探し、それを解決しようとす
る姿勢が身についたと言います。また、
明確な目標や信念を持つ同僚の意識
の高さに触発され、自分が何をしたい
のか、どう生きたいのかということを考
えるきっかけになったそうです。この研
修で海外での仕事や活動に興味を持っ
た大矢さんは、Schlumberger社に関
係のある企業に就職する予定です。 




















